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協賛：山梨県、甲府市、甲斐市

会員企業：株式会社成心設備、西関東開発株式会社、株式会社ウィルマート、株式会社R&C、株式会社フジコー

※人権移動教室の授業を受けた子供たちの感想文が、裏面にてご覧いただけます。

人権感覚が広がる世の中を目指して
年度末になり一年を振り返ってみました。昔がよかったという意味ではありま
せんが、人と人との接し方が淡白で、ある意味冷たく利己主義的になってきて
いるような気がします。

特に行政の方に接する機会が多い中で感じるのは、市民のために真摯に頑張っ
ている職員の方々がいる一方で、意識が薄く利己主義的な方の存在が、その評
価を下げている懸念です。マイナスを見つけることも必要ですが、プラスを見
つけ評価する目線が、私たち市民にも必要だと思います。

もちろんマイナスでよいということはなく、いつもプラスであるべきが行政サービスの基本です。行政の使命は、市民の暮
らしを守ることです。それには、職場での上下関係や様々な人間関係の中で、人権意識を持ってみんなが認め合い助け合い
絆を深めて同じ目標に向っていくことが必要です。それをまとめる上席は、いろいろなところに目を配らなければなりませ
ん。また行政のあるべき姿として見本とならなければいけません。

民間と異なり市民を預かる立場として、山本五十六の言葉のように、「やってみせて、言って聞かせて、やらせてみて、ほ
めてやらねば人は動かじ」を実践しつつ、使命感が求められるのが行政における上席なのだと思います。部下や他の職員の
ためではなく、市民のためが優先する立場故に、格差社会が広がり自殺者が増えている現代社会において、その役割の重要
さは増すばかりです。

4月から新年度になりますが、私どもも人権意識の大切さを変わらず訴えていきます。行政とも意見交換しながら協働し、
人権感覚が広がる世の中を目指して頑張っていきます。

人権啓発講演会・映画鑑賞会人権啓発パネル展人権移動教室

相談業務

甲府市、甲斐市の小中学校にて、子ども
たちに、命の大切さや思いやりを伝え、
人権について知ってもらう人権移動教室
を10校で開催しました。

甲府市、甲斐市、昭和町にて、国境なき医
師団の活動、児童たちの感想文、著名人の
人権メッセージなどを展示し、命の大切さ
を考えるパネル展を12回開催しました。

行政との協働
山梨県、甲府市、甲斐市を中心に、継続して行政機関と懇話会・
勉強会、意見交換を実施してきました。市民のために誰もが笑顔
で安心して暮らせる社会の実現を目指し、行政と協働・連携して
人権問題に取り組んでいます。

甲府市内にて7回の人権啓発講演会を実
施し、人権感覚と人権意識の必要さを伝
えました。また、甲府市、甲斐市にて人
権啓発映画鑑賞会を2回開催しました。

2019年度活動報告

人権問題に関する相談を年間通して受け、いじめ、貧困、差別、パ
ワハラ、セクハラなど、相談者の立場に立って解決に向けたサポー
トをしてきました。特に子どものいじめ問題が多く、子どもたちの
心のケアが必要だと感じた1年となりました。

（2019年4月～2020年3月）
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人権移動教室に参加した子どもたちの感想文をご紹介します。
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